
森林

１　ギョクシンカ－スダジイ群集

２　エゴノキ群落・カキバカンコノキ群落　　

３　半マングローブ低木林（オオハマボウ群落・イ

ボタクサギ群落）

４　半マングローブ亜高木林（サキシマスオウノキ

群落）

５　アカテツ－ハマビワ群集

６　オヒルギ群落

７　海岸林（アダン群集等）

草地

８　ソナレシバ群落

９　湿性草本植物群落（チゴザサ－ハナカモノハシ

群落等）

１０　ダンチク群落

１１　リュウキュウチク群落

その他

１０　開放水域・自然裸地　

　��のようにオヒルギ群落は小河川が流入する湾

奥にあり，かつて水田であった後背の湿地にマング

ローブ周辺林のイボタクサギ群落やオオハマボウ群

落が発達している。海水の影響の無くなった湿潤地

にはカキバカンコノキ群落やエゴノキ群落が成立す

る。また，湾の入口の北側に海岸林のアダン群集や風

衝性の沿海地林のアカテツ－ハマビワ群集があり，

その後背にかつて水田があったが現在水田放棄地に

なり，湿生草本植物群落やリュウキュウチク群落が

みられる。湾は全てギョクシンカ－スダジイ群集で

囲まれているが，２００８年次の調査まではモザイク状

にリュウキュウマツ群落とギョクシンカ－スダジイ群

集が配置されていたが，マツクイムシ被害によって

群落は全滅し，単純化された植生分布になっている。

�　群落構造図作成

　調査表２２の群落について接線法による毎木調査を

行った。

　群落は半球状になっており，潮線に平行な面と，潮

線に垂直な面の二つの調査ゾーンを設定した。潮線

に平行な面は両端を斜面の駆け上がり部分に設定し，

その上下で群落断面模式図を作成した。�����

　一方，潮線に向かって垂直な面は植生帯の先端か

らかつて畑作が行われその畔間に当たるソテツ植栽

面までである。�����

　サキシマスオウノキ群落の典型的なものはオキナ

ワアナジャコが造った巣穴を含む泥湿地上に形成さ

れているものであるが，耕地が少ない島嶼部にあっ

ては，埋め立てられ水田や畑地として利用されてい

る。本調査地においてもかつてはソテツ植栽面近く

まで湿地があり，そこを埋め立てリュウキュウチク

が生えだしている付近まで畑地化されていた形跡が

ある。埋め立て前には最大で幅５０ｍ奥行き２０ｍ前後

のサキシマスオウノキ群落があったと推定される。

　埋め立てによって耕作地を確保し，その後背の斜

面も段畑として耕作して有効な土地利用を行ってい

たが，狭められたサキシマスオウノキ群落は伐採さ

れることなく防風防潮林として活用されていた。そ

のため胸高直径が７０�以上ある大径木が残存してい

る。この個体は板根の高さが８７�長さが３９７�に達

するものもあり堂々とした樹形である。

　この耕作地も海上保安庁の空中写真から１９７７年頃

にはすでに放棄されていると推測される。

　また，サキシマスオウノキ群落は北緯２８°０７′

４８，７″あり，東経１２９°１５′５０，３″にもあり，胸

高直径３６～４４�，１０ｍ前後の個体が２本あり，安定

的な立地である。
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�　マングローブ林について

　呑之浦で形成されているマングローブ林は現在の

ところオヒルギ群落のみである。マングローブを構

成する樹種としてメヒルギも分布しているが個体数

も少なく低被度である。オヒルギ群落の高さは１．５ｍ

前後のところが大半であるが，中に５ｍに達する群

落も流入する小河川の流路に沿って成立している。

　オヒルギは奄美大島龍郷町浦にメヒルギ群落の末

端部で海水の流入する水路に沿って１ｍ前後の個体

が７本数えられたが，道路工事に伴う水辺の改修工

事で近傍に移植され，多くは枯死しているが稚苗が

１０本生き残っている。また，役勝川，住用川の河口

北緯２８３度１５分２２．９秒，東経１２９度２４分３３．８秒でもメ

ヒルギ群落の辺縁部に高さ６ｍ，幅１０ｍ，長さ１５ｍ

前後で胸高直径が２５�前後のオヒルギが優占する群

落が成立している。役勝川，住用川の河口でのオヒ

ルギとメヒルギの種間関係ははなはだ興味深い。海

側の先端には１．５ｍ前後のメヒルギ単純群落となり，

オヒルギは分布していない。メヒルギ群落の群落高

が４ｍ程度になる植生帯の先端から１０ｍ程度のとこ

ろから，１ｍ前後のオヒルギが低木層に侵入し，周

辺部になると徐々に高くなり，陸地との隣接部では

メヒルギと同様の高さにまで発達している。

－ ４４ －
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　奄美大島はオヒルギの自生の北限地帯にあたり，生

育には温度条件が厳しいため，直接外気にさらされる

部分では生育が制限されていると考えられている。

（小滝１９９７）

　呑之浦のオヒルギ自生地は内湾にあり，汀線と耕

作地の標高差が１ｍもないことから，干満や台風等

の高潮による潮位の変動も少ない。このため，オヒ

ルギ自生の北限地帯にありながらも潮位の影響が少

なく，より緩和された環境になっているため，メヒ

ルギを欠いても生育が可能となっていると推測され

る。とはいえ，環境の厳しさから先端部は１ｍ前後

の高さで，周辺に向かうほど高くなり，５ｍ前後に

発達している。

　本群落は，１９７７年海上保安庁撮影の空中写真にも

ほぼ同じ位置に確認できており，安定的な群落とい

える。また現在の面積は２，０００㎡～３，０００㎡，１ｍ以

上のオヒルギが推定株数９，０００本程度と推定される。

�　マングローブ周辺林について

　マングローブは潮間帯に成立する森林であるが，

高潮時に海水が流入する汽水湿地に成立する森林を

半マングローブ林，あるいはマングローブ周辺林と

して取り扱われている。

　マングローブ周辺林として鹿児島県本土ではハマ

ボウ群落が鹿児島市喜入の特別天然記念物指定地内

やその北側の愛宕川，また，南さつま市の大浦川河

口部でもメヒルギ群落に隣接してみられる。また，

万之瀬川や轟川河口ではマングローブを欠くが数ｈａ

になるハマボウ群落が発達し，万之瀬川河口は平成

２０年には国の天然記念物に指定されている。

　イボタクサギは種子島以南に分布し，宝島，喜界

島でもマングローブを欠いた汽水域の湿地でびっし

りとした群落をつくる。

　オオハマボウは種子島西之表市美浜海岸を北限と

し，悪石島，宝島，奄美諸島に分布し，湿潤な砂浜

や汽水域に環境に広く単純な群落をつくり，奄美大

島以南では群落の規模，高さとも見事な景観となる。

　サキシマスオウノキはマングローブ周辺林を構成

する樹木で泥湿地に大きな板根をつくること，果実

がウルトラマンの仮面に似るユニークな形態でしば

しば注目されている。西表島古見の前良川河口にあ

る「古見のサキシマスオウノキ群落」は国の天然記

念物に指定されている。鹿児島県内では奄美大島龍

郷町を北限にして奄美市住用，瀬戸内町に分布する。

群落としては住用川のマングローブ（北緯２８度１５分

０９．９秒，東経１２９度２４分３２．２秒）付近に群落高８ｍ，

胸高直径２５�のサキシマスホウノキが１５ｍ四方の群

落を形成している。板根高さは４０�前後，長さは１

ｍ前後とさほど発達しないが，オキナワアナジャコ

の巣穴上や駆け上がり部分の塩性湿地に群落をつく

り典型的な群落を形成している。瀬戸内町油井に，

瀬戸内町指定天然記念物の大径木もあるが群落とし

ては認めがたい。

　呑之浦のサキシマスオウノキ群落は北限地帯にあ

り，水田および山地林と隣接する群落で，防潮林と

しても機能し，人々に認識され保護されてきており，

その成立を考えるとき重要な群落である。

　呑之浦の湿地は水田の跡地やその前縁に成立して

人為的な影響を受けてはいるが，本来水田は農業生

産に供するため湿地を改変したものであり，耕作放

棄後，地域本来の生態系に復帰しつつあるものであ

る。

　東アジアの東端に位置し，熱帯から温帯に移行す

る奄美地域に残されている一定規模の湿地は住用川

河口部をのぞけば呑之浦にしかない。呑之浦は湿地

植生の典型的な自然が現存する数少ない場所といえ

る。
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　呑之浦マングローブ林の湿地に生息する甲殻類，

ゴカイ類，貝類，魚類等の底生動物群集について，

鹿児島大学理学部佐藤正典教授からの報告である。

�　調査日時と方法

��春（２００９年３月１２日），夏（２００９年６月２３日），冬

（２０１０年１月３０日）の３回，大潮の干潮時前後に，

主に「見つけ取り」による調査を行った。ただし，

２００９年３月には，環境省（２００７）による全国干潟調

査の方法に準じて，以下のような方法で調査を行っ

た。　

１）表面生物採集：干潟横断線に沿った上部，中部，

下部，それぞれで５分間，見つけ取り採集（塩生

植物の内部や転石下も含む）を行なった。

２）底質中生物採集：干潟横断線に沿った上部，中

部，下部，それぞれで１０分間，スコップで底泥を

掘り返し（深さ約２５�），肉眼で生物を探し出し

た。

３）特定の場所での定量採集：底泥を，スコップ３

すくい分（縦２５�×横２５�×深さ２５�）すばやく

掘り出し，バケツに入れ，それを適量ずつ，１�

目の篩で海水に浸してふるい，篩上に残った生物

を採集した。

－ ４７ －



－ ４８ －



��採集した生物は，８０％エタノールで固定した。底

泥を採取した穴にたまった浸出水の塩分をサリノ

メータ（ＹＳＩ－Ｍｏｄｅｌ－３０）で測定した。

�　調査結果　

　干潟底泥中の塩分は，２４－３２‰であった。

��３回の調査で，合計８５種の底生動物が確認された。

まだ種名が同定できない種もあるが，主要な生物群

は，節足動物門十脚目（エビ・カニ類，２６種），軟

体動物門腹足綱（巻貝類，２５種），環形動物門多毛

綱（１１種），軟体動物門二枚貝綱（９種）であった。

�

特筆すべき種

１）ムシモドキギンチャク科の一種

　３月に干潟下部の優占種として出現した。広範囲

に高密度で（最大密度：約２０００個体／㎡）生息して

いた。２００２年－２００４年に日本全国１５７カ所で実施さ

れた干潟調査（環境省，２００７）では，ムシモドキギンチ

ャク科のミナミムシモドキギンチャクＥｄｗａｒｄｓｉａｎｔｈｕｓ�
ｇｉｌｂｅｒｔｅｎｓｉｓが奄美大島の笠利湾と八重山地方の干
潟で確認されているが，これと同種かどうかはまだ

不明である（現在，柳研介氏（千葉県立中央博物

館）に分類検討を依頼中）。

２）ルリマダラシオマネキ

　国内での主な生息地は沖縄島以南で，しかも，ど

こでも生息数が少ない種である（環境省，２００７）

（鹿児島県レッドデータブックによれば，本種の分

布北限は奄美大島とされている）。２００２年－２００４年

に日本全国１５７カ所で実施された干潟調査（環境省，

２００７）では，沖縄島の億首川と石垣島の宮良湾でし

か見つかっていない。今回生息が確認された呑之浦

は，本種の分布北限に近く，また，比較的個体密度

が高いという点でも，貴重な生息場所である。

３）その他の鹿児島県レッドデータブック掲載種

��カノコガイ（準絶滅危惧）

��マングローブアマガイ（絶滅危惧Ｉ類）

��フトヘナタリ（準絶滅危惧）

��ナガオカミミガイ（絶滅危惧ＩＩ類）

��キヌカツギハマシイノミガイ（絶滅危惧Ｉ類）

��カワスナガニ（準絶滅危惧）

��

　この他に，コメツキガニ科の日本未記録種と思わ

れる種が確認されている（現在，鈴木廣志氏（鹿児

島大学水産学部）に分類検討を依頼中）。
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　呑之浦のマングローブ林およびその周辺林につい

てその価値は前述のとおり，海岸及び沙地植物群落

の代表的なものであり，オヒルギ群落やサキシマス

オウノキ群落の著しい植物分布の限界地（北限地

帯）として価値があるが，干潟をすみかにしたり漂

着，立ち寄ったりする動物群集も充実し，南西諸島

を代表する重要かつ貴重な湿地となっており，天然

記念物指定の基準を満たしている。

　この干潟域の保全のためには，干潟の保護だけで

なく干潟に流入する表層水を提供する周辺の環境が

保護されることが望まれる。可能であれば，マング

ローブ林および半マングローブ林に接する内陸側の

森林やマングローブ干潟への潮流の侵入を緩和する

入り江の熱帯海岸林であるアダン林を含む周辺域ま

での範囲と考えられる。

　地域の自然を保護するにはその価値について地域

の方々が知る機会が必要であり，そのために起こる

攪乱をできるだけ小規模なものになるよう対策を考

えておく必要がある。呑之浦でオヒルギ群落の所在

するところはかつては農耕地で呑之浦集落から歩い

て農作業に通ったところと考えられるが，現在はこ

こへ通う道も樹木で覆われ，陸路から行くことは考

えられない状況になっている。道路からつながる小

規模な遊歩道を確保するとか，海上からのチャー

ター船等が発着する接岸場をマングローブ林および

周辺林に影響のない場所に確保することも必要であ

る。

���

　本調査は文化庁の依頼を受け実施したものである。

瀬戸内町および瀬戸内町観光協会ガイド部会には現

地調査に際し情報の提供を受けた。調査に際し，民

宿ハーラには渡船に困難な場所ながら現地まで海上

から案内してしていただいた。

　東京大学医科学研究所服部正策准教授，鹿児島大

学理学部宮本旬子淮教授および研究室の諸氏には現

地調査で同行していただき様々な示唆をいただいた。

鹿児島大学理学部佐藤正典教授には干潟の動物群集

についての調査およびとりまとめ等についての原稿

をいただいた。鹿児島大学水産学部鈴木廣志教授に

は甲殻類の同定および甲殻類に関するコメントをい

ただいた。

　植生の群落区分については横浜国立大学大学院教

授大野啓一氏に御指導をいただいた。また，篠崎チ

サ氏には採集植物の標本化作業および整理について

－ ４９ －



ご尽力をいただいた。多数の方々の尽力によってこ

の報告書は作成された。御協力の方々に深甚の謝意

を表するものである。

－ ５０ －
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１）初島住彦　（１９８６）　改訂　鹿児島県植物目録　２９０pp．　鹿児島植物同好会．鹿児島

２）堀田満編（２００２）鹿児島県の絶滅のおそれのある野生動植物　植物編　６５７pp．　鹿児島県

３）環境省自然環境局・（特活）日本国際湿地保全連合（編）（２００７）　第７回自然環境保全基礎調査　浅海域生態系

調査（干潟調査）報告書，２３６pp．　環境省自然環境局生物多様性センター，富士吉田，　
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５）宮脇　昭　編著（１９８９）日本植生誌　沖縄・小笠原　６３７pp．　至文堂．東京

６）宮脇　昭・奥田繁俊　編著（１９９０）日本植物群落図説　九州　７８４pp．　至文堂．東京

７）宮脇　昭　他（１９７４）名瀬市の植生　１２８pp．　名瀬市．鹿児島　

８）大野照好・寺田仁志（１９９６）徳之島の植生　９９－１１３pp．　鹿児島の自然調査事業報告書Ⅲ　奄美の自然　鹿児

島県立博物館

９）小滝一夫（１９９７）マングローブの生態－保全・管理への道を探る－　１３８pp．　信山社　東京

１０）寺田仁志（１９８６）加計呂麻島の海岸植生　１１－４２p　大島紀要　第２号　鹿児島県立大島高等学校　鹿児島県

�������	
�� �����������	�
�� �������	


�������	
��

�����������	�
� �����������	
�


	044
	045
	046
	047
	048
	049
	050

